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『日本十進分類法新訂 10版』の検討 その(3)  
―相関索引― 
A Critique of the Nippon Decimal Classification, 10th Edition 
Pt.3  Relative Index 
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概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995年 8月の日本十進分類法新訂 9版の刊行以降、概ね 20年ぶりの日本十進
分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10版』のうち、本稿では、
「相関索引」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
 2014年 12月に『日本十進分類法 新訂 10 版』
(以下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行され
た1。1995 年 8 月刊行の『日本十進分類法 新訂
9 版』以来、概ね 20 年ぶりの改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う
『NDC10』について、検討を進める。なお、本稿
では多面的な検討内容の内、『NDC10』の「相関
索引」について検討を行う。 
 
２ 『NDC10』の相関索引について 
 『NDC10』では、相関索引は第 2 分冊「相関索
引・使用法編」に収録されている。『NDC10』で
相関索引に言及しているのは、「序説」、「『日本十
進分類法 新訂 10 版』の使用法」(以下、「使用法」)
及び「相関索引 凡例」(以下、「凡例」)である。
本稿ではこの「凡例」を主軸に検討を行い、「序説」
及び「使用法」については、適時参照する。なお、
必要に応じて『NDC9』2の「凡例」3等とも比較 
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を行う。 
『NDC10』の相関索引は、「序説」の「1.2.3  (6) 
分類法の適用」においては、次のように記されて
いる4。 
 
相関索引は、主題(分類項目)の言葉から分類
記号を探すための音順一覧表であるととも
に、主題分野に分散した観点や列挙順序によ
り分散した主題を関連する言葉に集中させ
る索引法である。 
 
 また、序説「2.2.1  観点分類法」においては、
このように記述されている5。 
 
NDC も観点分類法の典型であり、一主題
はその主題の観点に基づきそれぞれの学問
分野に分散して置かれている。事物や事象そ
のものではなく、それを研究する方法や観点
を優先する。(中略)主題を言葉で集め、配列
して、この観点を明確にしているのが「相関
索引」である。 
 
  さらに、「使用法」では次のように解説されてい
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る6。 
 
細目表がすべての分類項目を分類記号順
に配列しているのに対し、相関索引は分類項
目名を五十音順またはアルファベット順に
配列し、各分類項目名に分類記号を指示した
一覧表である。 
 
このように、『NDC10』では、「観点分類法」の
語を用いて説明しているのが、従来になく新しい。 
 「観点分類法」とは、用語解説では、「観点を優
先する分類法」で「事物や事象はそれが研究され
る方法や取り扱われる観点が優先され、それぞれ
の学問分野に分散して置かれる」と説明されてい
る7。 
ただし、この用語自体は『NDC9』では登場し
なかったものの、概念は、『NDC9』でも用いられ
ていたものである8。すなわち相関索引については
『NDC10』は基本的には『NDC9』を継承してお
り、大筋では大きな変化はないといえる。 
ただし疑問点もないわけではない。以下に「序
説」や「使用法」が述べる、本表と相関索引の相
互関係の実際を、索引語の収録対象、限定語、合
成語、分類記号、相関索引と本表の不一致に分け
て、検証していく。 
 
３ 相関索引の索引語 
『NDC10』は「序説」の「3.1 改訂方針」にお
いて、「⑤細目表と相関索引の用語、分類記号の整
合性を図る」9と述べ、「3.4 相関索引の整備」に
おいて、改訂作業の重点を、①分類項目等の新設
等に伴う新索引語の追加および本表改訂に伴う索
引語の修正、②本表からの索引語収録の拡充、③
BSH からの索引語取り込みの拡充 の 3 点に置
いたことを解説した。さらに、BSH 以外にも、必
要に応じてNDLSHを参照して本表の分類項目名
等にはない用語の追加にも留意していること、主
題の歴史的範囲を考慮し、更新前の語も原則とし
て索引語として残していることも述べている。 
収録数(レコード数)は、『NDC9』の約 29,500
件に対し、約 33,400 件10となっている。 
相関索引の索引語を『NDC9』と比較すると、
『NDC10』で消滅したもの、『NDC10』で新設さ
れたもの、が散見される。 
 『NDC10』の相関索引「凡例」では、表１の枠
組みで解説がされている。 
 
表１ 『NDC10』相関索引の凡例の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本章では『NDC10』の相関索引の内容について、
「凡例」の枠組みに沿って検討を進める。 
 
3.1 索引語の採録対象 
『NDC10』相関索引の「凡例」11では、「「1 索
引語 1.1 採録対象」において、「以下の用語のう
ち、索引語として適切なものを採録する」と述べ、
次の 4 種を掲げている。 
1) 細目表に示された名辞 
2) 地理区分表に示された名辞 
3) 海洋区分表に示された名辞 
4) BSH に収録された件名標目 
相関索引に採録された索引語について、上の種
類ごとに検討を進める。 
 
3.1.1 「1) 細目表に示された名辞」 
 『NDC9』相関索引の凡例と比較すると、「細目
表に示された名辞」に関するただし書きのうち、
最初の「二者択一項目および不使用項目は除く」
は『NDC9』からの継承であるが、続く「また、
各主題で共通に用いられる名辞(例：各主題の辞
書)、詳細な時代区分(例：17 世紀)等は除外する。
なお、細目表に示された名辞を、索引語に適した
形に成型する場合がある」の断り書き部分は、
『NDC9』では存在せず、『NDC10』において加
1 索引語 
 1.1 採録対象 
 1.2 限定語の付加 
 1.3 合成語 
２ 分類番号 
 2.１通常の分類番号 
 2.2 地理区分・海洋区分 
 2.3 地理区分による細分 
 2.4 言語区分による細分 
３ ヨミおよび配列 
 3.1 ヨミ 
 3.2 配列 
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筆されたものである。 
 なお、『NDC10』で例として挙げられたうち、
SNS は、細目表では「007.353 ソーシャルネット
ワーキングサービス[SNS]」と、片かなで記され
た語に同義語として付記された英略称である。こ
のように[ ]を用いて同義語として示された語も、
相関索引では索引語として収録されている。  
ただし、これが全語に渡るかといえば、そうで
はない。たとえば、548.211 の「グラフィカルユ
ーザーインターフェース[GUI]」「キャラクターユ
ーザーインタフェース[CUI]」は、片かな表記の
語のみ索引語となっており、「GUI」、「CUI」は相
関索引に掲載がない。 
また、548.291 の「スーパーコンピュータ[スパ
コン]」は、「スーパーコンピュータ」はあるが、
「スパコン」は見当たらない。「スパコン」が相関
索引で省略されているのは、五十音順にした際に
「スーパーコンピュータ」と並ぶためかもしれな
いが、548.296 の「パーソナルコンピュータ」「パ
ソコン」は相関索引に共に掲載があることと比べ
ると、一貫性に欠ける印象である。 
007.605 の注記に掲載のある「日本語フロント
エンドプロセッサー」は相関索引にあるが、そこ
に付された「FEP」は、相関索引には見当たらな
い。同様に「インプットメソッド」はあるが、「IM」
は掲載がなかった。 
加えて、図書館情報学分野（010）の、「014.32
目録規則」の注記での目録規則の例示（英米目録
規則[AACR]、RDA,日本目録規則[NCR]）、014.38
一般分類表の注記にある分類法の例示（国際十進
分類法[UDC]、国立国会図書館分類表[NDLC]、
デューイ十進分類法[DDC] 、日本十進分類法
[NDC]）、014.495 一般件名標目表の注記にある例
示（基本件名標目表[BSH]、国立国会図書館件名
標目表 [NDLSH]、米国議会図書館件名標目表
[LCSH]）は、名辞と同義語の双方が相関索引に
は見当たらなかった。 
相関索引の凡例では、採録の範囲について「細
目表に示された名辞」などから、「索引語として適
切なものを採録する」「索引語と異なる形式の件名
標目（例：細目形）、同じ主題を指す索引語と表記
のみ異なる件名標目は除外するなどして、選択的
に採録している」(下線筆者)ともしている。上述
の語は、表記のみ異なったり、注記に出現すると
ころから、対象外とされたと解すべきなのであろ
うか。いずれにしても、採用基準が示されていな
いため、曖昧な感が残るのは否めない。 
 
3.1.2 「2) 地理区分表に示された名辞」 
 １）と同様に、「地理区分表示された名辞」に関
するただし書きのうち、最初の「二者択一項目お
よび不使用項目は除く」は『NDC９』からの継承
である。『NDC9』の「凡例」では、それに続いて、
採用した地理区分表に示された名辞について説明
をしていたが、『NDC10』では「また、カナダお
よびアメリカ合衆国の複数の州を包括した地名
(例：西部諸州)は除外する」と除外事項を明記し
た。 
ただし『NDC9』でもこれらの語は採録されて
おらず、よってこの範囲から採用された相関索引
名辞には、『NDC9』、『NDC10』の両版において
相違は見当たらない。 
  
3.1.3 「3) 海洋区分表に示された名辞」 
 『NDC9』での但し書き、「二者択一項目および
不使用項目は除く」が説明文から削除されている。
ただし、内容に変更はない。 
 
3.1.4 「4) BSHに収録された件名標目」 
 『NDC9』での「基本件名標目表第 4 版に採録
予定の件名標目」という表現が、『基本件名標目表
第 4 版』が刊行されたことにより、「BSH に収録
された件名標目」と表現を変更している。なお、
BSH の名称は『基本件名標目表 第 4 版』が適切
と考える。 
 
3.2 限定語 
 限定語について、「序説」「2.7 相関索引 2.7.1 
構成と意義」では、次のように述べている12。 
 
相関索引は分類項目名を索引語として五
十音順およびアルファベット順に配列し、そ
れに対応する分類記号を明示した一覧表で
ある。(中略)多様な分野で使用されることが
多い語については、必要に応じ、その分野を
明確にする語を「限定語」として索引語に付
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加することで、索引語と分類体系との間の関
係づけに配慮している。 
 
 以下、限定語について、疑問点を挙げる。 
 
3.2.1 主題分野・観点の付加 
 『NDC10』相関索引の「凡例」では限定語の付
加について、「索引語が、複数の主題分野または観
点によって用いられる用語であることが顕著な場
合には、その主題分野または観点を示す名辞を丸
括弧（ ( ) ）で囲んで付加し、それぞれに対応す
る分類記号を示す」13と述べ、以下のような事例
を示している。 
  うるし (作物栽培)    617.9 
      (漆工芸)      752.3 
            (植物学)      479.822 
            (塗料)        576.82 
            (林産製造)    658.7 
 また、「限定語に用いる名辞は、上位の分類項目
に用いられているものを選択することを基本とす
る」14と選択基準についても言及をしている。 
限定語付与の状態について、「凡例」での事例を
対象に、細目表をそれぞれ検証すると以下のよう
になる(下線筆者)。 
 
   610        農業 
      617          工芸作物 
.9          油・樹液作物：なたね，・・・， 
            うるし・・・ 
  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
752    漆工芸 
.3       材料．用具．うるし 
  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
   470        植物学 
      <477 / 479  種子植物> 
   479          被子植物 
      .82         ムクロジ目 
.822           ウルシ科 
  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
   576        油脂類 
          .8        塗料．塗装 
         .82         天然塗料：うるし．渋 
  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
      658        林産製造 
      .7      樹脂：ゴム液．・・・，うるし 
 
 先に引用した「凡例」では、「限定語に用いる名
辞は、上位の分類項目に用いられているものを選
択」としていた。しかし、実際の相関索引では「う
るし(作物栽培)」のように本表中にない用語「作
物栽培」を採用していることもある。また上記の
本表の引用より明らかなように、「上位の分類項目
に用いられているものを（限定語として）選択す
ることを基本とする」という記述も、上位とする
レベルが一定でなく、ゆれが見られる。 
階層型分類表における分類記号と分類表の上
位・下位においての内包・外延を考えるとき、一
定の限定語採用のレベルを意識した指針の確立が
望ましい。 
 なお、相関索引用語の限定語全般については、
事象や学問分野の用語が入り乱れているが、これ
は『NDC10』の本表そのものの構成を反映してい
るものであり、相関索引作成の技法のみでは解消
しがたい。 
 
3.2.2 索引語が人名の場合の主題分野の付加 
 『NDC10』「凡例」では、で「索引語が人名の
場合には、その人物が示された主題分野を示す名
辞を丸括弧（( )）で囲んで付加する」と述べて
いる15。『NDC9』を引き継ぐ方法である。「凡例」
では例示として、「サルトル (哲学)」が示されて
いる。 
しかし、付加する名辞を丸括弧（( )）で囲む
方法は、一般の限定語での使用と同じ記号法であ
る。書名の場合は「一般用語との識別のため」書
名、経典、聖書、聖典 のいずれかの語を角括弧
（[ ]）で囲むとしていることと比べると、人名
の場合も、記号法としては機械的に弁別可能な別
記号の採用が好ましい。 
 
3.3 合成語 
 『NDC10』の用語解説によれば、「合成語」と
は、「NDC の相関索引において、合成された複合
的な索引語」であり、「その用語中に含まれる基幹
となる語からも検索や一覧ができるようにされて
いる」語である16。 
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合成語について、索引語中の基本的名辞からで
も検索・一覧ができるように配列されているのは
『NDC９』からの継承である。例えば、「使用法」
で例示されているように17、相関索引の「植物学」
の語の下に、「植物学」のみならず、「園芸植物学」
「森林植物学」「水産植物学」「農業植物学」も掲
載されそれぞれ該当の分類番号が記されている。 
 『NDC10』の「凡例」では、合成語(複合語)に
ついて、相関索引での取り扱いについて、合成語
全体での排列と、基幹語のもとでの副出を行う旨
を記している。いわゆる倒置索引の導入である。
「凡例」の例示を部分的に引用で示す18。 
    例） 資源 (経済学)    334.7 
        エネルギー資源     501.6 
                南洋資源           558.4 
                  (以下、略) 
 「凡例」は続けて、「合成語は、同じ名辞を含む
索引語を網羅的に列挙するものではなく、主題分
野が異なる用語を中心に選択を行っている場合が
ある」(下線筆者)と述べる。 
また、「序説」の「2.7.2 収録用語の範囲」にお
いても「複合的な索引語については、用語中に含
まれる基本的な語からも検索や一覧ができるよう
にしたものもある」（下線筆者）と述べている19。 
 すなわち、倒置索引の導入は悉皆的ではなく、
また、採用基準も示されていない。合成語の収録
範囲をどのようにしているのか、下位語をどこま
で採用しているかについても、一定の基準が示さ
れる必要があろう20。 
また、合成語は階層構造型の分類表であるNDC
に対して、原理的にポリヒエラルヒーの課題をも
たらすことも忘れてはならない21。 
 
４ 相関索引の分類記号 
次に「凡例」に沿って、相関索引の分類記号に
ついて検討を進める。 
 
4.1 「2.1 通常の分類記号」 
 「凡例」の「2.1 通常の分類記号」では、「索引
語に対応する一般的な分類記号を示す。また、本
表と補助表の記号を合成した分類記号を示す場合
もある」としている22。そして、後者の事例とし
て、次を示している。 
  飛鳥美術     702.133 
  インド美術        702.25 
 「飛鳥美術」の 702.133 は本表にその分類番号
が記載されているが、インド美術の場合は、本表
に掲載はなく、美術史の 702 の細分注記（*地理
区分）に従って、合成した結果である。 
すなわち、補助表の分類記号から本表の記号に
一意にリンクを行うことが、現在の相関索引の分
類記号の体系ではできない。MRDF10 の設計にお
いては「本表と補助表の記号を合成した分類記号」
については、是非、相関索引の分類記号に「区切
り記号」の導入をお願いしたい。 
 
4.2 「2.2 地理区分・海洋区分」、「2.3 地理区
分による細分」について 
 地理区分・海洋区分は、形式区分の地理区分及
び海洋区分を採録したものである。網羅的に相関
索引に採録がされていれば、機械的に本表とのリ
ンク形成は容易である。 
 また、相関索引での地理区分による細分は、本
表中の「*地理区分」指示から悉皆的に抽出したの
であれば、特に問題はない。 
 共に、MRDF10 においては明示的なリンクを埋
め込むことを期待したい。 
 
５ 相関索引と本表の不一致 
 『NDC10』において、相関索引と本表の不一致
が見られる。以下に具体例をあげて検討を進める。 
 
5.1 主題概念の外延の不一致及び語彙の不一致 
 主題概念の外延不一致及び語彙の不一致双方が
不具合の例を、相関索引から引用して示す23。 
例： 英語     830 
    (学校教育)  375.893 
   医学英語  490.7 
        化学英語    430.7 
        工学英語    507 
        商業英語    670.93 
 なお、『NDC9』でも「医学英語」「工学英語」24
「商業英語」は相関索引に記載があったが、「化学
英語」は『NDC10』で相関索引に初めて登場した
索引語である。 
 一方、相関索引で示されている分類記号を本表
27 
 
で参照すると、表 2 のようになっている。 
 医学英語、化学英語、工学英語は、それぞれ医
学(490)、化学(430)、技術(500)に、一般補助表の
形式区分の「-07  研究法．指導法．教育」を合成 
した結果であり、商業英語は「670.9 商用語学」
に言語区分の英語を付加したものと類推できる。   
以上のように、相関索引の索引語になっている
「医学英語」「化学英語」、「工学英語」「商業英語」
は、細目表にはそのままの名辞では記載されてい
ない。 
一方、細目表に掲載されている「ビジネス英語」
「アメリカ英語」「古英語」「中英語」「近代英語」
「ピジン英語」は、相関索引の「英語」の下には
掲載されていない（「ビジネス英語」はこの語自体
相関索引への収録がない）。 
 
表 2 各分類記号の、細目表での記述 
  4 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
上は一例であるが、すなわち、相関索引の合成
語は、その採録レベルが恣意的であり、しかも、
相関索引の採録語彙が示す分類記号の名辞と必ず
しも一致していない。 
これは、相関索引の編成技術だけで解決できる
ものではなく、本表の用語法をも含めての見直し
が必要である。 
 
5.2 分類項目名の名辞問題 
 『NDC10』の序説では、「3.5 NDC・MRDF10
の検討」において次の記述がある25。 
 
「NDC・MRDF9」の本表と相関索引を統
合し、これに BSH および NDLSH のデータ
を取り込むことにより、「NDC10 版作成作業
用データベース」として、「相関索引を拡張
した分類作業者用データベース」の試作版を
作成した。 
 
本表中の分類項目の名辞は、本表中の記号法の
階層性とそれを補うものとしてのインデンション
により、本表中での相対的な概念の階層性を前提
として、意味的理解を求めている語彙である。一
方、『相関索引・使用法編』の「凡例」で確認した
ように、「索引語の主題分野を特定しやすくするた
めに限定語を付加する場合があ」り、「限定語に用
いる名辞は、上位項目に用いられているものを選
択することを基本とする」となっている26。 
 しかし、限定語の名辞の選択は同一のアルゴリ
ズムにより付与可能となっておらず、本表の上位
分類項目の名辞から恣意的に付与しているにすぎ
ない。 
 本表と相関索引を本質的に統合するには、デー
タベース上の分類項目の名辞は、冗長性をいとわ
ず付与すること、そして名辞の分割は符号化を図
り、出力結果としての本表の分類項目の名辞と相
関索引の名辞とをコントロールすること、を実行
する必要がある。 
 
６ さいごに 
本稿で検討をしてきたように相関索引への採録
語彙の基準は曖昧である、また、過去の NDC 諸
版の相関索引の「悪しき継承」を持つ部分もある27。 
 MRDF10 の設計においては、是非に過去の指摘
の検証もお願いをしておきたい28。 
 
 なお、文末になるが『NDC10』刊行において、
ここまで完成へのご努力をなされた歴代の分類委
員会委員の方々に深い謝意をささげたい。 
 
 
 
 
490.7 [医学]研究法．指導法．医学教育 
 
507   研究法．指導法．技術教育 
  .7   研究法．指導法．技術教育．工業 
       教育  →：375.6 
          ([教育課程]職業科．高校 
            職業課程…) 
 
670.9 商業通信[ビジネスレター]．商業作文． 
   商用語学 
         *言語区分 
  .93 英文ビジネスレター、ビジネス英語 
 
※430.7 は、細目表に記載なし 
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